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令和8年熊本地震で被災された会員及び関係企業の皆様に、心よりお見舞い申し上げます。10年前に

も大きな被害を受けた地域が再び大きな揺れに見舞われたこと、特に今回は真夏の震災であり、大変に心

を痛めております。厳しい暑さが続く中、被災された皆様はどうかお身体ご自愛ください。一日も早い復旧・復

興を支部一同お祈り申し上げます。このような中ですが、支部としては新たな取り組みも始めました。

熊本地震支援要望を受付中 部工会本部

今回の熊本地震に関し、部工会では発災を受けて速やかに会員企業支援窓口を設置し、翌29日、「支

援要望受付フォーム」を全会員に送信、被災された会員企業の支援要望を受け付けて、支援できる会員と

の橋渡しを行います。この措置は「BCPワーキンググループ」の検討結果を踏まえ、昨年9月から運用を始めた

もので、実際に発動したのは今回が初のケースとなります。強いサプライチェーンと太い絆を作るため、被災地か

ら支援要望がある場合は、会員間の助け合いにご協力いただけると幸いです。

中小企業委員会 活動開始

7月7日、支部中小企業委員会の初回会合が開催され、強い中小企

業になるための取り組みがスタートしました。会合では、活動方針を検討

するため、関東経済産業局の澤原宜（さわらぎ）製造産業課長から政

府施策について説明を受けたほか、本部と支部から中小企業会員を対

象とした活動状況が報告されました。更に各委員に対して実施した、各

社の課題に関する調査結果も踏まえて議論した結果、委員会として取り

組むべき中心課題は「人材不足への対応」とそれにも関連する「DX・AX

の推進」にほぼ集約され、具体的な計画を立案することとなりました。

江﨑敏治委員長（江崎工業㈱代表取締役会長）は会合後に議

論を振り返り「初顔合わせの場ながら、全委員から夫々の会社での目下

の課題とその解決に向けた取り組み内容、更には先を見据えた問題提

起まで積極的にご発言をいただき、大変心強く、良いスタートが切れた。」

と感想を述べました。今秋から会員各社にも参画いただく前提で、具体

的な活動を検討中ですので、追ってご案内させていただきます。

「次世代自動車セミナー」 宇都宮で開催

7月31日、(公財)栃木県産業振興センター主催による上記セミナーが

開催され、部工会 松島正秀 技術担当顧問と㈱ヨロズ 志藤昭彦 代表

取締役会長（部工会元会長）がそれぞれ講演を行いました。自動車部

品業界における事業環境が大きく変化する中、それに的確に対応する事

業戦略の構築が求められていますが、集まった約60名の地元サプライヤー

は、両講師の講演に時折頷きながら熱心に耳を傾けていました。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

8月の予定（東日本支部）

19日（水）正副支部長連絡会（ウェブ）

20日（木）正副会長会議（ウェブ）
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